
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 

  

      

 

 

  
 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

理事会便り 第 2 回理事会 (7 月 28 日 本部会議室) 

議決事項 

１．2011 年度の機関・組織運営について 

  基本方針と、理事会や事業所責任者会議などの運営、年間日程を議決しました。 

２．2011 年度広報方針、かがやいて発行方針 

 生協全体の広報の進め方と機関紙「かがやいて」の発行の進め方について議決しました。

３．2011 年度事業執行と理事会体制 

 総代会で決めた事業計画を執行するために、理事の役割分担の進め方を議決しました。 

４．2011 年度事業計画の方針展開について 

 総代会で決めた事業計画の計画毎に、目標や責任事業所などを議決しました。 

報告事項 

組合員加入の方法を、郵便振込で出資金を振り込んで頂く方法から、受付けた職員がその場

でお預かりする方法に変更すること等が報告されました。 
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 お葬儀のことをもっと知りたい、考えておきたいという方用の学習

会です。9 月開催の会場 

月・日 会場 住所 

9 月 4 日(日) サカエヤ・ホール 平塚市明石町 

9 月 10 日(土) エヴァホール戸塚 戸塚区鳥が丘 

9 月 10 日(土) 千代田相模原ホール 相模原市中央区相模原 

9 月 10 日(土) 平塚西セレモ二ーホール 平塚市根坂間 

9 月 16 日(金) 平塚斎場 平塚市田村 

開催時間は、各会場共通 11 時～13 時 

10 月以降の開催日・会場は直接ゆきげにお尋ね下さい。 

お申込み・お問い合わせは「ゆきげ案内センター」 

０１２０－６８８－９９０ 

  ( 但し 17:30～9:30 はご葬儀緊急用となります ) 

 

コープ総合葬祭ゆきげ 

神奈川高齢者生協も出資している神奈川県内 22 生協の共同事業 
です。 

 
 

     
 

 
 

 
 

 
 

   
 
 
 
 
 

 

  

３
０
年
前
に
亡
く
な
っ
た
高
齢
者
が
白
骨
で
発
見
さ
れ
た 

事
件
で
す
。
厚
労
省
が
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
８
５
歳
以
上 

の
所
在
不
明
者
が
、
全
国
で
２
６
０
０
人
も
い
る
こ
と
が 

推
定
さ
れ
、
家
族
か
ら
も
、
地
域
か
ら
も
孤
立
し
た
高
齢 

者
の
問
題
が
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。 

 

今
年
３
月
１
１
日
に
は
、
東
日
本
大
震
災
が
起
き
ま 

し
た
。
多
く
の
高
齢
者
が
逃
げ
遅
れ
、
地
震
や
津
波
の
犠 

牲
に
な
り
ま
し
た
。
原
子
力
発
電
所
の
事
故
等
も
あ
り
、 

多
く
の
方
が
現
在
も
不
便
な
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。
高 

齢
協
で
も
宮
城
・
岩
手
な
ど
で
犠
牲
者
が
出
ま
し
た
。 

こ
の
よ
う
な
大
変
に
一
年
間
で
し
た
が
、
神
奈
川
高
齢 

者
生
協
は
、
な
ん
と
か
こ
れ
を
乗
り
切
り
、
事
業
面
で
も 

一
定
の
成
績
を
上
げ
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、

皆
さ
ん
の
御
期
待
に
沿
う
よ
う
一
層
の
努
力
を
し
た
い
と 

思
い
ま
す
。 

こ
れ
か
ら
も
利
用
者
・
組
合
員
の
御
期
待
に
沿 

う
よ
う
に
一
層
の
努
力
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

理
事
長 

 

桑
原 

龍
太 

 

 

こ
の
一
年
間
は
私
た
ち
高
齢

者
に
と
っ
て
、
大
変
な
一
年
間

で
し
た
。 

 

昨
年
の
夏
は
「
消
え
た
高
齢

者
」
が
大
問
題
に
な
り
ま
し

た
。
発
端
は
東
京
の
足
立
区
で

第６回通常総代会   ６月１８日開催 
2025 年の長期的方向に向かっての 7 つの事業計画を決めました 

 

第 1～6 号の全議案を賛成多数

で可決しました 

ゆきげ展示相談会 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  
 
 
 
 
  

 
 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ５面続き・事業所だより・・ケアステ－ションいたど (訪問) 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

熱中症に気をつけましょう 
( 厚労省「熱中症を防ぐために」より抜粋 ) 

屋外で活動しているときだけでなく、就寝中など室内での発症例が多くなっています。 

体内に熱がたまり、筋肉痛や大量の発汗、さらには吐き気や倦怠感などの症状が現れ、重症にな

ると意識障害などが起こります。 

  熱中症の予防法 

 
   
 

 

 

 

 

 

 

   熱中症になった時の処置 
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2011 年度事業計画 (概略) 

１．既存の事業を安定・拡大させ、さらに新たな介護事業の分野にも挑戦します。 

(1) 緊急泊りディに取り組みます。 

 (2) 高齢者の住まいとよりよい暮らしを提案します。 

２．利用者家族との連携をします。 

３．介護予防の取り組みをします。 

(1) 事業所の空白地域－横浜、藤沢で事業化を図ります。川崎、横須賀、平塚、伊勢原では、通所事業所の利

用を通して、講座を組み立て、グル－プ作りを広げます。 

(2) 認知症サポーター養成講座、市民後見人養成講座、終末期講座等を開催し、多くのサポーター、理解者を

養成します。 

４．事業基盤の整備をします。 

(1) 事業所の事務システムの整備をすすめます。 

(2) 就労環境整備委員会を継続し、スタッフの就労条件のアップをします。 

(3) 文書管理規程検討委員会を継続し、文書管理規程を作成します。 

(4) ISO 取得等に向けて、事業所間の情報交流をもとに、実務マニュアルの策定を進めます。 

(5) 危機管理体制の強化、安否確認マニュアル等を整備し組合員・利用者・スタッフを守ります。 

(6) 外部研修の機会を増やし、スタッフの意識・スキルを高めます。 

５．中期計画を策定をします。 

６．組合員の輪を広げ、強力な人のつながりをつくります。 

(1)「組合員のつどいを」開催します。 

(2) 生協強化月間に取り組み、組合員 2000 名、出資金 3000 万円を目指します。 

７．ネットワ－クを広げ、組織を強化します。 こまめな水分と塩分の補給 

高齢や障がい者は特に、のどの乾きを 

感じなくても、こまめに水分を補給しま 

しょう。        

暑さを避ける 

室内では 

気温や湿度の高い日には、決して無理をし

ないで、適度に扇風機やエアコンを使用す

るようにしましょう。 

外出時には 

日傘や帽子を着用、通気性の良い吸湿・速

乾の衣服を着用しましょう。 

１．涼しい場所へ避難させる。 

２．衣服を脱がせ、身体を冷やす 

３．水分・塩分を補給する。 自力で水が飲めない、意識

がない場合は、直ちに救急

隊を要請しましょう。 

 

 １
０
年
後
、
２
５
年
後
を
見
据
え
て
、
今
年
度
事
業

計
画
を
確
実
に
実
行
し
、
事
業
基
盤
を
整
備
す
る

年
と
し
ま
し
ょ
う
！ 

 
 
 
 

専
務
理
事 

 

稲
葉 

壮
二  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

      

ま
す
。
私
た
ち
の
生
協
は
、
組
合
員
と
ス
タ
ッ
フ
の
協
同 

の
力
で
、
こ
の
数
年
間
の
中
で
大
き
く
前
進
し
て
来
ま
し 

た
。
こ
れ
は
２
５
年
後
の
激
変
す
る
超
高
齢
社
会
で
も
存 

在
感
の
あ
る
生
協
と
し
て
、
事
業
を
継
続
し
、
地
域
貢
献 

を
す
る
た
め
の
第
一
歩
で
も
あ
り
ま
す
。 

私
た
ち
は
「
誰
も
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
自
分
の
力 

を
生
か
し
、
生
き
が
い
を
持
っ
て
、
安
心
安
全
な
暮
ら
し 

を
享
受
で
き
る
よ
う
、
地
域
で
支
え
合
い
、
ひ
と
り
ぼ
っ 

ち
の
高
齢
者
を
な
く
し
ま
す
」
を
め
ざ
し
て
活
動
を
す
す 

め
て
い
ま
す
。
桐
山
前
専
務
理
事
か
ら
引
き
継
い
だ
ば
か 

り
の
１
年
生
専
務
理
事
で
す
が
、
組
合
員
・
ス
タ
ッ
フ
の 

皆
さ
ん
と
一
緒
に
、
さ
ら
な
る
飛
躍
を
目
指
し
、
中
期
計 

画
を
策
定
す
る
年
、
事
業
基
盤
を
整
備
す
る
年
と
し
て
い 

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
一
緒
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
！

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

第
６
回
通
常
総
代
会
で
議
決
さ
れ

た
７
つ
の
事
業
計
画
は
、
い
ず
れ

も
２
０
２
５
年
の
団
塊
の
世
代

が
、
後
期
高
齢
期
に
突
入
す
る
こ

と
を
見
据
え
た
計
画
と
な
っ
て
い 

 

ケ
ア
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
い
た
ど
訪
問 

新
任
サ
ー
ビ
ス
提
供
責
任
者
紹
介 

       

訪
問
介
護
は
利
用
者
さ
ん
が
快
適
な
生
活

を
送
れ
る
よ
う
に
、
少
し
だ
け
お
手
伝
い
を

さ
せ
て
頂
く
仕
事
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

３
人
兄
弟
の
末
っ
子
と
し
て
育
っ
た
私
は
、

も
と
も
と
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
と
る
タ
イ
プ

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
利
用
者
さ
ん
が
主
体
で
、

希
望
を
聞
き
な
が
ら
進
め
て
い
け
る
訪
問
介

護
の
仕
事
は
、
そ
ん
な
私
に
向
い
て
い
る
の

で
は
と
思
い
ま
す
。 

今
ま
で
、
自
分
が
で
き
な
い
と
こ
ろ
は
素

直
に
認
め
る
よ
う
に
し
て
、
利
用
者
さ
ん
や

周
り
の
先
輩
た
ち
に
、
教
え
て
い
た
だ
き
な

が
ら
仕
事
を
し
て
き
ま
し
た
。
今
回
、
身
に

あ
ま
る
大
役
を
頂
き
、
ま
だ
ま
だ
介
護
の
入

口
に
立
っ
た
ば
か
り
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
も

そ
の
姿
勢
は
変
え
ず
頑
張
り
ま
す
の
で
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 

斎
藤 

知
子 

 

熱中症に気をつけましょう



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  医療生協かながわの被災地支活動報告 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  食べて応援しよう！！千葉の野菜    ディ利用者さんと一緒に作った品等のチャリティバザ－ 
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総代会アピール 
 
今年 3 月 11 日に起きた東日本大震災は、かつて日本が経験したことのない大災害でした。人々

の命、絆、家、仕事、生産の場を根こそぎ奪った地震と津波、そして原子力発電所の事故は、3

ヶ月経っても収束の様子が見られません。今こそ、次世代に手渡せる平和、環境がどうあるべき

か、選択をしなければならない時ではないでしょうか。 

この状況の中でも、被災された人々が強い絆を大切にしていること、過酷な運命に対して毅然

と立ち向かっていること、そして日本全国から、各国からもあたたかい支援があることを、私た

ちは知ることができました。 

 日本高齢者生協連合会に加盟している岩手、宮城、青森の高齢者生協で、組合員、利用者、ス

タッフが被災しながらも、事業や活動の再建に向けて、懸命に取り組んでいます。被害を受けた

地域の人々、連合会の仲間たちに、息の長い支援をしていきましょう。 

私たちは、様々な人間関係を生かすことによって、今回のような大きな災害にも立ち向かえる

活力を、組織として培っていきたいと思います。被災地への思いを創造できる組合員、スタッフ

であり、事業であることを目指します。私たち自身も危機管理を小単位で組み立て、本当に支え

合える会員組織として力を発揮していきましょう。 

来年 2012 年は、国連が提唱する国際協同組合年です。人と人との連帯が信じられる暖かい社会

を、共に創り上げましょう。 

                        2011 年 6 月 18 日 第 6 回通常総代会 

総代会議長の五十嵐さん、菅原さん

来賓の高齢者生協連合会の鈴木常

任理事と神奈川県生協連の丸山専

務理事 

議案提案する川島・桐山副理事長

議案の討議で発言する水木・石井総代 
開会前のいたどのオカリナグル－プの演奏

総代会フォ－カス 

どう生きる１００歳時代 

～東日本大震災を経験して～ 

 

   

 

当日寄せて頂いた募金 

募金          ５４，９９４円 

チャリティバザ－    ２０，５３０円 

野菜売上剰余分      ３，５７１円 

高齢者生協連合会を通して、被災した組合員の義

援として使用して頂きます。 

引き続き、ご協力お願いします。 

被災しても元気でいられる

ための健体躁 

災害への備え非常食の

試食 

日ごろの健康チェックが大事

です。医療生協かながわから

ご協力頂きました。 



 

  事業所だより・・ 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

講演会「心を癒すためにできること」を終えて

 

7 月 10 日、講師に「カウンセリングル－ム立川」

代表の坂田雅彦氏を迎え、あやとり主催で講演会を

開催しました。ヘルパーとその家族、友人、他事業

所の方も含め会場一杯の参加でした。 

日本人は頑張っていないと不安を感じてしまう

そうで、私だけではなかった事に安心です。「不安」

「不満」「不快」「不愉快」は満たされない事から感

じ、それらが心の苦痛となり、意欲を消失させてし

まうということです。 

私がすぐ心がけようと思ったことは、まず自分が
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相手を好きになること、話を聞

けてもすぐアドバイスをする

のではなく、相手に寄り添い、

良い質問をして、考えさせる事

で気付かせ、視野を広げること

で、心が楽になっていくように

していくことです。 

相手は私が思うとおりには変

わらない。聞いた時はほっとし

ました。プラス思考の話し方・

見方は自分も相手も心を楽に

する。問題ありと思われること

も個性である。 

仕事・家庭でこれから生かして

いきたいと思いました。 

石川 睦子
講師の坂田氏を囲んで、参加者の記念撮影 

皆さん穏やかな表情が素敵ですね 

新
任
ヘ
ル
パ
ー
紹
介 

介
護
職
と
し
て
９
年
と
な
り

ま
す
。
夫
の
他
界
を
機
に
、
相

模
原
に
引
っ
越
し
し
て
４
年
、

知
的
障
が
い
の
娘
と
共
に
「
あ

や
と
り
」
に
お
世
話
に
な
っ
て

い
ま
す
。
ヘ
ル
パ
ー
の
方
た
ち

は
、
傾
聴
は
も
ち
ろ
ん
、
笑
顔

で
接
し
て
く
れ
、
ホ
ッ
と
す
る

時
間
で
も
あ
り
ま
す
。
職
場
の

雰
囲
気
も
明
る
く
、
包
容
力
も

あ
り
、
迷
っ
た
時
、
困
っ
た
時

真
剣
に
即
答
し
て
く
れ
る
、
そ

ん
な
事
業
所
が
私
は
と
て
も

大
好
き
で
す
。
「
ま
た
次
回
も

来
て
ね
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
、

初
心
を
忘
れ
ず
頑
張
っ
て
い

き
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

七
戸 

花
子 

 

さがみはらケアステ－ション 

あやとり 
ケアステ－ション 

いたど通所介護事業所 

 

 

 

日本の家庭に生まれ 70 数年。お茶は日常茶

飯事の煎茶が主でありました。私はお茶のこ

とは全く知りません。先日、伊勢原高校の茶

道部の生徒さんによるお点前を頂き、安らぎ

と癒しの気持ちを味あわせて頂きました。茶

道部の生徒さんは、毎年来て頂いていると

か、来年もぜひ、癒しのひと時を頂ける事を

今から千秋の思いで期待しております。 

茶道部の皆さんの益々のご活躍をお祈り申

し上げます。 

足立 ヨシノ

 

伊勢原高校茶道部の生徒さんによるお茶会 

 

七
夕
祭
り 

７
月
１
日
か
ら
７
日
ま

で
七
夕
週
間
と
し
て
、

利
用
者
さ
ん
に
短
冊
に

願
い
を
書
い
て
頂
い
た

り
、
飾
り
を
作
っ
て
頂

き
、
笹
の
葉
に
つ
け
て

楽
し
み
ま
し
た
。 

利
用
者
さ
ん
の
願
い
も

さ
ま
ざ
ま
で
、
家
族
と

自
分
の
健
康
を
願
っ
た

り
、
平
和
で
あ
っ
て
ほ

し
い
と
願
っ
た
り
と
、

お
気
持
ち
の
ま
ま
書
い

て
頂
き
、
短
冊
を
飾
っ

た
笹
の
前
で
写
真
を
撮

り
、
楽
し
く
お
わ
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。 

 

ス
タ
ッ
フ
瀬
能 

  

 

 

日
々
勉
強
の
中
、
利
用
者

さ
ん
と
心
を
通
わ
せ
た
時

や
感
謝
の
言
葉
を
頂
い
た

時
、
介
護
の
仕
事
に
関
わ

る
こ
と
が
出
来
て
、
と
て

も
幸
せ
に
感
じ
て
い
ま

す
。
そ
し
て
私
た
ち
の
方

が
、
利
用
者
さ
ん
か
ら
沢

山
の
元
気
を
頂
い
て
い
る

こ
と
に
、
深
く
感
謝
致
し

ま
す
。
い
た
ら
な
い
事
も

多
々
あ
る
と
思
い
ま
す

が
、
心
を
こ
め
て
頑
張
り

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 
 
 
 

鳥
海 

悦
子 

 
 
 
 

越
村 

仁
美 

新
任
ス
タ
ッ
フ
紹
介 


